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子では 13 歳，14 歳で一旦減少するものの 15 歳以
降は再び増加した． 









調査では，男子は 13 歳以上の各年齢で，女子は 5
歳および 14 歳で前年度より減少していた．
　2．埼玉県伊奈町の結果
　埼玉県伊奈町（2013 年 8月の人口：約 44,000 人）14）














毎年の検診受診者数は，小 4（1994 ～ 2012 年度）で
約 300 ～ 500 人，中 1（1997 ～ 2012 年度）で約 300





まった 1994 年度の小 4の肥満傾向児の出現率は，
男子は 12.5％，女子は 12.4％と全国平均値（10 歳男





診開始時（1997 年度）には男子 12.1％，女子 10.4％
と全国平均値（13 歳男子 9.6％，女子 8.3％）より高
値であった．その後，2004 年から 2005 年にかけて
男子が一時的に増加したものの，男女ともに総じて
減少傾向を示し，2012 年度には男子 11.4％，女子






















ると，男子 5 歳，11 歳，13 歳，14 歳，16 歳，およ






出現率は，検診開始当時（1994 年度）の小 4 男子
は 1.2％，女子は 1.8％であり，全国平均値（10 歳男
子 2.5％，女子 2.0％）より少なかった．また，中 1
（1997 年度）も男子 1.2％，女子 3.5％であり，男女
ともに全国平均値（13 歳男子 2.4％，女子 3.6％）よ
り少なかった．2012 年度では，小 4 は男子 1.2％，
女子 1.9％で全国平均値（10 歳男子 2.5％，女子
2.6％）より少ないが，中 1は男子 1.7％，女子 5.1％













女子 25.0％，中 1男子 17.8％，女子 13.6％で非肥満
児（小 4男子 10.2％，女子 13.2％，中 1男子 9.3％，
女子 10.5％）に比べて高かった．LDLコレステロー
ル高値の頻度も肥満児（小 4 男子 9.3％，女子
10.7％，中 1男子 8.9％，女子 6.1％）の方が非肥満


















頻度を 2002 年の現状値（中学 3年 5.5％，高校 3年
13.4％）より減少させることを目標としている．し
かし，中間報告（2009 年）では，中学 3年 19.5％，
高校 3年 21.5％とともに大きく増加していた21）．「不
健康やせ」は，「思春期やせ症（神経性食欲不振症）」
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